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    は じ め に 
 

東京高尾野会は、「東京近辺に在住する高尾野町出身者の親睦をはかり、あわせて郷土の発展に

寄与する」ことを目的に昭和５１年（１９７６）に発足してから３５年経過した。 

本会が所期の目的どおり「郷土愛に結ばれた親睦組織」として立派にその使命を果たし、郷土の

発展に寄与していることを設立に関与された先輩方、会員並びに郷土の人々にも広く、知っていた

だくと共に本会が末永く進展することを願い、「東京高尾野会」が歩んだ３５年をまとめた。 

 

１． 東京高尾野会の設立の経緯 

 昭和５０年１２月、時の高尾野町鳥丸正登町長と徳留総務課長が、関係省庁との業務打合せに

上京の際、鳥丸町長から「高尾野町の人口の１割が東京近辺に暮らしている。高尾野町出身者の

親睦会を結成し、これが郷土の発展に繋げられないか。」と親睦会の結成を要請して帰町。早速

各集落の区長（当時は駐在員）さんに調査を依頼し、東京近辺在住者の名簿を送っていただいた。 

 この名簿を基に轟木昭俊（現相談役）さんが、都内在住者に声を掛け高尾野町内の５地区別（東

部、中部、西部、北部、江内）の準備委員を決め「東京高尾野会」設立準備会を設置した。この

頃はパソコン、通信機能、事務機器など普及しておらず全くの手作業で、委員は本務の傍ら、休

日は自宅から関係者・各委員と連絡しながら約６カ月かけて名簿を整備し、同時に会則の検討・

設立総会の運営・設立後の会の運営などについて協議した。当時は市町村単位の親睦を目的にし

た「ふるさと会」の事例は少なく、手探りで親睦会の結成を前提に東京近辺在住者全員（約９０

０名）に設立総会の開催通知を発送した。 

昭和５１（１９７６）年 10月２日、今は無くなった「虎ノ門共済会館」に高尾野町から鳥丸

町長初め町議会議員、農協長など３５名、会員となる３００名ほどが集まり「東京高尾野会」の

設立総会を開催した。会の設立に当たり政治、宗教活動などに利用されるのではないか。と懸念

する向きもあつたが「ふるさとの発展を考える」純粋な郷土愛に結ばれた親睦組織として発足し

て今日に至っている。 

「東京高尾野会」設立準備委員 

    顧 問  鬼塚 辰次（大 和）  伊牟田 良秋（下高尾野上） 軸薗 清吉（西水流） 

 南  隆蔵（西水流）  宮下（岡野）秀利（野 口） 林 隆善（野 口） 

委 員 

東  部  轟木 昭俊（松ケ野） 村上 有孝（松ケ野）  西  重徳（大久保） 

   中  部  荒木 幹雄（柴引） 梅木 富士郎（東町） 佐藤 功（中里） 田中 正彦（麓） 

   西  部  竹下 満徳（下高尾野上） 田代 壽男（石坂）  

  北  部  中牟礼 幸雄（東水流）  東  登（西水流） 

   江  内  高松 義悌（南方） 椎木  満（西下り松） 山村 学（小島） 

 山村 忍（小島） 畦浦 新一（連尺野） 尾崎 洋（冷筋） 
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２．東京高尾野会の活動 

  設立の準備段階では名簿の整理、会則の検討、総会の開催通知、設立総会、発足後は概ね３ヶ月

毎に役員会を開催し、活動のあり方・方向について会員並びに町当局とも話し合いながら活動を推

進した。会の運営資金は、会費、会員からの募金・寄付金、高尾野町、同農協（不定期）の助成（市

町村合併まで）、会員名簿の販売代金等で賄った。３５年間の活動の概要は以下のとおりです。 

 

（１）会則の制定と一部改正 

   活動の根幹である会則は、設立準備会で入念に検討し、昭和５１年の設立総会で承認・制定さ 

れた。その後、日時の経過とともに必ずしも会の運営など、会員の要望に応えられない事項も出 

てきた。そこで会員の要望に副うべく会員全員にアンケート調査を行い、会員の資格、高尾野町 

の地域・集落の追加、役員数とその役割分担、会計年度、総会の開催に関すること等制定以来５ 

回（昭和５４年・６２年・平成７年・１０年・１２年）改正した。年次毎の主な改正事項は次の 

とおりです。 

昭和５４年 会員の資格に「関東近県に在住」を挿入。 

昭和６２年 会員資格の「関東近県」を削除し、「原則として東京都、神奈川県、千葉県、埼

玉県およびその近傍に在住、在勤または在学する通常会員並びに特別会員」を挿

入。 

平成 ７年 高尾野町内の地域を７区分から５区分とし、新しく発足した集落など追加。 

役員数の変更と顧問の設置。 

平成１０年 第１条の「東京・高尾野会」の名称を「東京高尾野会」に改称する。 

役員の新設と職務を明確化した。 

平成１２年 会則の第４・５・６・７・８・９条を追加、特に役員の役割分担と職務内容、会

費の徴収と会計年度の明確化、総会の開催に関すること。 

など時宜に合わせて改正した。（現会則の全文は、第２３回総会資料に添付してあります。） 

 

（２）会員名簿の整備と発行 

会員名簿は、集落、友人、知人、学校の同期・先輩・後輩、それに新規加入会員などを知る

ことにより相互の親睦と連携が一層深められ、これが郷土の繁栄に繋がるもので、当会の活動

の活性化には欠かせないものです。 

名簿は、会則第５条（発足時は第４条）に基づき、初版を昭和５１年（名簿搭載者数８４０

名）に発行し、以後、転勤、住所の変更・移動、搭載漏れ、新規加入者の追加、記載事項の誤

りなど入念に修正し、昭和５４年（第２版）、昭和６２年（第３版）、平成７年（第４版）、平

成１２年（第５版）、平成１６年（第６版名簿搭載者数１０２７名）まで発行した。 

名簿の配列は、第４版まで高尾野町の地域別、集落別に搭載していたが、第５版から検索機 
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能による整備並びに利用者の利便性に配慮し、会員の姓（名字）の頭文字の五十音順配列に

改めた。 

  近年、本名簿が政治・宗教活動、商業用途などへの悪用が懸念されることから、第６版（平 

成１６年１２月発行）をもって会員名簿の発行を中止（第２１回総会決議）しています。 

ただし、新規加入会員、会員の住所の変更、帰郷者、逝去者については、名簿担当幹事が会 

員からの情報を基に入念に加除修正して事務局に保管しています。 

なお、会員名簿の作成に当たって、公務多用中にも拘わらず格別のご協力を賜わった高尾野 

町当局、また通信機能など未普及の中で、正確を期するためにご努力された役員各位の尽力に

感謝し厚くお礼申し上げます。 

 

        「東京高尾野会」会員名簿の発行年と搭載人数など 

 版数   発行月日      発行時     名簿搭載人数 

初 版  昭和５１年１０月  設 立 総 会     ８４０名 

第２版  昭和５４年１０月  第 ４回総会     ７６０名 

第３版  昭和６２年１０月  第 9回総会     ９９０名 

第４版  平成 ７年１０月  第１３回総会   １．０７０名 

第５版  平成１２年１０月  第１６回総会     ９６０名 

第６版  平成１６年１２月  第１８回総会   １．０２７名 

    第６版発行から新規加入者を加え、住所の移動、帰郷者、逝去者を差し引き、現在（平成

２３年８月末）の名簿搭載人数は１,０９９人、うち帰郷者１２人、逝去者２２人で実質搭

載者数は１,０６５名です。 

 

（３）総会の開催 

    総会は、“さしかぶいかたろはん！みんなよって” を合言葉に、高尾野を「ふるさと」にしてい

る人が、東京で一堂に会し、高尾野弁で小・中学校時代のこと、ふるさとで頑張っている友人

のことなど語り、お互いの健康と笑顔を確認し合う年一回の会合です。 

総会には市長（町村合併までは町長）、議会議長、教育長、農協長（市町村合併まで）、市の

担当者、ふるさと館の人など出席され、一年間の事業内容・会計報告、郷土の近況報告（市長、

議長、高尾野支所長ほか）、会員の情報（返信ハガキからの近況・コメント集）の配布、懇親

会（懇談、ビンゴ、カラオケ、歌謡ショウ、輪になって『高尾野音頭』などの手踊り、ふるさ

と特産品・焼酎などの豪華景品つきの福引）、高尾野町からの懐かしい香りの芋焼酎、みかん

などのお土産を頂き、併せてふるさと産品の展示・即売。それに開・閉会の前後には「高尾野

音頭」の BGMが流れ、帰省しないで高尾野の空気を満喫して次回の再会を約束する楽しい一

日です。 
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総会の開催場所は駅から近くて分かり易く、交通が便利で馴染みの場所を。と会員の希望を 

叶えるように配慮していますが、予算の関係で役員の知り合い、または関係している施設を選

定せざるを得ず、これまで大手町サンケイ会館で６回、三州クラブ、九段会館で４回、虎ノ門

共済会館で３回、東海大学・校友会館（霞ヶ関ビル）で２回、飯田橋会館、ＮＨＫ会館、東芝

スクエアビル、新宿モノリスビルで各１回、計２３回開催した。 

なお、総会は、昭和５１年の設立総会から第６回までは毎年開催していたが、新たな出席者

も少なくなり毎年開催する必要はない。総会の開催場所・総会の進め方などに対する希望や意

見が出てきたので、会員全員を対象にアンケート調査し、第７回総会から第２０回総会まで隔

年ごとに開催することとした。ところが、近年、参会者の年齢が偏り、特に昭和３０年代以降

生まれの会員の参会者が減少したこと。毎年開催してこそ親睦会の意義がある。などの希望が

多くなり、第２１回総会から会則第５条を適用して毎年開催することとした。 

設立総会から現在までの総会の開催月日・場所は次に掲げるとおりです。自分が出席した総

会の場所、会場の情景、参会者との懐かしい話など回顧してみてください。 

 

総会の開催年月日と開催場所及び参加人数 

開催回数    開 催 月 日     場  所 

 第 １回  昭和５１年１０月 ２日  虎ノ門共済会館（設立総会） 

第 ２回  昭和５２年１１月２６日  虎ノ門共済会館  

第 ３回  昭和５３年１０月 ７日  虎ノ門共済会館 

第 ４回  昭和５４年１０月２７日  三州クラブ  

第 ５回  昭和５５年１１月 ２日  三州クラブ 

第 ６回  昭和５６年１０月 ３日  三州クラブ 

第 ７回  昭和５８年１０月 １日  三州クラブ 

第 ８回  昭和６０年１０月 ５日  飯田橋会館 

第 ９回  昭和６２年１０月 ３日  東海大学・校友会館（霞ヶ関ビル３５階） 

第１０回  平成 元年１０月１４日  NHK会館１３階食堂 

第１１回  平成 ３年１０月１２日  東芝スクエアビル１６階 

第１２回  平成 ５年１０月 ９日  新宿モノリスビル２９階 モノリス２９ 

第１３回  平成 ７年１０月１４日  大手町サンケイ会館６階  

第１４回  平成 ８年１０月１２日  大手町サンケイ会館６階 創立２０周年記念祭 

第１５回  平成１０年１０月１８日  大手町サンケイ会館６階 

第１６回  平成１２年１０月１４日  大手町サンケイプラザ  

第１７回  平成１４年１０月１３日  大手町サンケイプラザ 

第１８回  平成１６年１０月１６日  大手町サンケイプラザ 

第１９回  平成１８年１０月１４日  九段会館 創立３０周年記念祭 
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第２０回  平成２０年１０月１１日  九段会館  

第２１回  平成２１年１０月２４日  九段会館 

第２２回  平成２２年１０月３０日  九段会館 

   第２３回  平成２３年１０月２９日  東海大学・校友会館（霞ヶ関ビル 35 階） 

 

（４）ふるさと発展を考える集い 

総会を開催しない中間年（昭和５７・５９・６１・６３年、平成２・４年）には、全国市町

村長会議、全国市町村議会議長会議に出席された町長、町会議長・町会議員、教育長、町の担

当者を交えて、当会の役員・会員の代表と東京都内で「高尾野町の町政、学校教育の現状」な

どについて情報交換会を開催した。 

この情報交換会を平成６・９・１１・１３・１５・１７年には、「ふるさと発展を考える集

い」と名称し、東京都内と高尾野町で「ふるさとの発展に関わる率直な意見の交換と提言」を

行った。特に平成１３年には当会の会長、副会長、幹事長他１０数名が高尾野町役場に出向き、

平成１７年には町長、町議会議員全員出席により東京都で意見交換会を開催した。 

なお、出水市との合併後は、高尾野支所の総務課長を窓口に、電話、FAX、手紙による意見・

情報の交換を行い、出水市本庁の担当者とも随時協議しており「広報いずみ」を当会幹事に配

布し、ふるさとの現況理解に役立てている。 

     ふるさと発展を考える集い」の開催場所および月日 

第１回 平成 ６年１０月２７日 東京都・南青山会館 

第２回 平成 ９年１２月 １日 東京都・南青山会館 

第３回 平成１１年１１月２９日 東京都・三州クラブ 

第４回 平成１３年１１月２０日 高尾野町役場 

 東京高尾野会から轟木会長、椎木副会長、白川幹事長 

 他１０数名参加した。 

第５回 平成１５年１２月 １日 東京・九段会館 

第６回 平成１７年１０月２６日 東京・九段会館 平原町長、町議会議員全員出席 

 

（５）会報の発行 

本会の活動状況、会員の情報、故郷の現況を会員に知らせることを目的として、会報第１号

を平成１２年に発行し、以来第６号（平成２３年）まで隔年ごとに発行した。 

会報の主な掲載内容は、当該年度の総会の情況、市長、議会議長、教育長による「ふるさと

の近況」、「広報たかおの」、「広報いずみ」の抜粋、高尾野町を中心とした行事、小中学校の紹

介、こどもたちのふるさと便り、「中の市」の模様、「覚えていますか。高尾野の方言とその通

訳」、会員の近況（総会出席の返信はがきのメッセージ）、会員の投稿記事などを掲載している。 
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会報の発行年次と号数及び巻頭言 

号数  発 行 年 月 日    巻 頭 言（タイトル） 

第１号 平成１２年 ９月 ７日  東京高尾野会第１６回総会 

第 2号 平成１４年 ９月 ６日  東京高尾野会第１７回総会 

第 3号 平成１６年 ９月 ７日  設立２８周年東京高尾野会第１８回総会案内 

第 4号 平成１８年１２月２２日  創立３０周年を迎えさらなる発展を祈る 

第 5号 平成２１年 ２月２０日  創立３２周年を迎えさらなる発展を祈る 

   第６号 平成２３年 ８月２０日  第２３回総会を迎えて深めよう“絆を” 

 

（６）その他の主な活動 

    ３５年間の活動の概要については、概略記述しましたが、その他の不定期的な活動は以下

の通りです。 

① 「総会に関するアンケート調査」、「会員の動向調査」。 

② 「高尾野町内小中学校へ図書の寄贈」。 

「高尾野小学校吹奏楽部全国大会出場（茨城県水戸市）」時の現地での支援・激励。 

「全国中学校陸上競技大会出場（東京都）」時の会場での支援・激励。 

③ 「全国青年大会郷土芸能部門〔兵六踊り〕出演（東京都）」時の会場での支援・激励。 

④ 関係ふるさと会《関東鹿児島県人会連合会、出水市内三会（関東ふるさと出水会、東

京野田会、東京高尾野会）》との情報交換・連絡会の開催。 

⑤ 「渋谷鹿児島おはら祭り」への参加。 

⑥ 会員による春秋のゴルフ大会、出水市三会のゴルフ大会への参加。 

⑦ 高尾野町金婚祝賀会に祝賀テレホンカードを贈呈。（平成６年） 

⑧ 町温泉センター落成記念に祝電、置物・横額を贈呈。（平成７年） 

⑨ 総会年次に「喜寿」を迎えた会員に「喜寿の祝い」として記念品の贈呈。など。 
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終わりに 

東京高尾野会は、高尾野を故郷とする人が、ふるさとを思い、懐かしい人との出会いの場とし

て気楽に参加する者の集まりです。 

今回、「東京高尾野会３５年の歩み」を纏めるにあたって、当会の設立から運営に心血を注が

れた歴代の会長・副会長・幹事長をつとめられた先輩方の中には鬼籍に入られ、また体調を崩さ

れており、発足からの活動・今後の方向についての声を聞くことが出来なかったのが残念で、い

まさら時の流れを痛感しました。 

現在、会員の約６０％は６０歳以上で、ここ数年の総会の参会者は概ね１２０名内外です。そ

れも年齢に偏りがあり、昭和３０年以降生まれの会員の参会者が少なくなっています。今後とも

「東京高尾野会」が所期の目的に副い、末永く進展するためには若い会員の維持・確保は不可欠

であり、同集落の既会員、学校の同期会などを通じて、若い会員が気楽に参加できる雰囲気創り

に努めることが必要です。年代は違っても「郷土のよしみ」として気軽に参加し、ふるさとを思

い、生まれ育った近所の人との懐かしい出会いの場所として楽しみましょう。昨年から役員（幹

事）に昭和４０年前半生まれの会員も入っています。 

また、出水市内の「ふるさと会」は、「東京高尾野会」、「関東ふるさと出水会」、「東京野田会」

の三会が存在し、夫々の会の設立には経緯と歴史があり、当会としては当面は三会と連携しなが

ら個別に活動していくこととしています。 

最後になりましたが、「東京高尾野会」が３５年の長きに亘り活動を継続しているのは、発足

時の鳥丸正登町長（助役 安楽義春・段原清治氏）、池田正明町長（助役 鳥丸卓一氏）、平原三

男町長（助役 野内清隆氏）、歴代の町議会議長、教育長、総務課長、農協長、出水市発足後は

渋谷俊彦市長、市議会議長などの深いご理解のもと財政・運営面における暖かい支援の賜物です。  

また、発足から会の運営に献身的に携わってきた多くの役員・会員のご協力のお陰と深く感謝

申し上げ、「東京高尾野会」がふるさとの発展に末永く貢献できることを祈念します。 

終わり 
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参 考 資 料 

「東京高尾野会」の 歴代会長・副会長・幹事長名簿 

 （１）会 長 

代   氏  名   在 任 期 間     集 落      備 考 

初代 鬼 塚 辰 次 昭和５１年～昭和５６年 大 和    平成５年１２月逝去 

  ２代 伊牟田 良 秋 昭和５６年～平成 元年 下高尾野上  平成２年１１月逝去 

  ３代 南   隆 蔵 平成 元年～平成 ５年 西水流    平成８年５月逝去 

４代 轟 木 昭 俊 平成 ５年～平成２１年 松ケ野    現相談役 

５代 高 松 義 悌 平成２１年２月～現在  南 方    現会長 

 

（２）副 会 長 

     氏 名      在 任 年      集 落     備 考 

伊牟田 良 秋  昭和５１年～昭和５６年  下高尾野  平成 ２年１１月逝去 

   宮下（岡野）秀利 昭和５１年～昭和６２年  野 口   昭和６３年 ５月逝去 

   林   隆 善  昭和５２年～昭和６２年  野 口   平成 元年 ３月逝去 

   南   隆 蔵  昭和５２年～昭和６２年  西水流   平成 ８年 ５月逝去 

轟 木 昭 俊  昭和５２年～平成 ５年  松ケ野   現相談役 

   東   道 雄  昭和６０年～平成 元年  西水流   １回目 

            平成７年～ 平成１９年        ２回目 

尾 郷 良 幸  昭和６０～ 平成 元年  麓     現監事 

竹 下 満 徳  昭和６２年～平成１３年  下高尾野上 平成１３年１１月逝去 

   荒 木 幹 雄  昭和６２年～平成１４年  柴 引 

  梅 木 富士郎  平成 ７年～平成１６年  東 町   平成１６年 ６月逝去 

   椎 木   満  平成１１年～平成１８年  西下り松 

   猪 原   斉  平成１４年～平成２０年  上水流 

   児 玉 光 子  平成１４年～平成２０年  麓 

   山 村   忍  平成１７年～平成２０年  小 島 

   唐 沢   衣  平成２０年～ 現在    町 

唐 崎 富 夫  平政２０年～ 現在    唐笠木 

 

（３）幹 事 長 

 氏 名      在 任 年      集 落     備  考 

轟 木 昭 俊  昭和５１年～ 昭和５２年 松ケ野    現相談役 

竹 下 満 徳  昭和５２年～ 昭和６２年 下高尾野上  平成１３年１１月逝去 
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梅 木 富士郎  昭和６２年～ 平成 ７年 東 町    平成１６年 ６月逝去 

椎 木   満  平成 ７年～ 平成１１年 西下り松 

白 川   栞  平成１１年～ 平成１４年 上水流    平成２０年 ７月逝去 

  高 松 義 悌  平成１４年～ 平成２０年 南 方    現会長 

  山 村   忍  平成２０年１月～１２月  小 島 

  窪 田   勝  平成２１年～  現在   上り立 

 

（４）設立時（昭和５１年１０月）の役員名 

   会 長  鬼 塚 辰 次（大和） 

   副会長  伊牟田 良 秋（下高尾野上）  宮 下（岡野）秀 利（野口） 

   幹事長  轟 木 昭 俊（松ケ野） 

   幹 事  東 部  轟 木 昭 俊（兼）（松ケ野） 村 上 有 孝（松ケ野） 

 西   重 徳（大久保） 

        中 部  荒 木 幹 雄（柴引）   梅 木 富士郎（東町） 

 佐 藤   功（中里）   田 中 正 彦（麓） 

        西 部  竹 下 満 徳（下高尾野上） 田 代 壽 男（石坂） 

        北 部  中牟礼 幸 雄（下水流）   東   登（西水流） 

        江 内  高 松 義 悌（南方）    椎 木  満（西下り松） 

  山 村   学（小島）    山 村  忍（小島） 

畦 浦 新 一（連尺野）   尾 崎  洋（野口） 

 相談役  軸 薗 清 吉（西水流） 林  隆 善（野口）  南  隆 蔵（西水流） 

 

（５）設立以来（昭和５２年～平成２３年まで）会を支えた幹事 

    東 部  轟木 昭俊（松ケ野） 村上 有孝（松ケ野） 梁瀬 行成（松ケ野） 

西  重徳（大久保） 柏木 一邦（松ケ野） 肘黒 辰美（松ケ野） 

窪田  勝（上り立） 先崎 義一（松ケ野） 上山 栄子（大久保） 

    中 部  荒木 幹雄（柴引） 梅木 富士郎（東町） 佐藤  功（中里） 

  田中 正彦（麓）  津田 文雄（柴引） 大磯 大行（町） 久保 昭史朗（麓） 

児玉 光子（麓） 橋元 勝久（平八重） 前田 幸徳（柴引） 

 前田 稔（柴引） 冨岡 矩子（麓） 唐沢  衣（町） 中道 敬子（町） 

迫  武裕（町） 堀内 則子（麓） 木下 孝司（麓） 市来 博文（柴引） 

片野坂 誠（野添下） 

西 部  竹下 満徳（下高尾野上） 田代 壽男（石坂） 山野 義治（内野々下） 

      上村イツ子（下高尾野上） 榎薗喜美江（表上） 石橋 義忠（唐笠木） 

 野元 文夫（内野々上）  唐崎 富夫（唐笠木） 
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北 部  中牟礼 幸雄（東水流） 東 道男（西水流）  東  登（西水流）   

猪原  斉（上水流）  白川 栞（上水流）  見附 輝志（東水流） 

軸薗 勝久（西水流）  軸薗 洋（西水流）  高柳 由美子（上水流） 

江 内  椎木  満（西下り松） 高松 義悌（南方）  山村 学（小島） 

 山村  忍（小島）   畦浦 新一（連尺野） 尾崎 洋（野口） 

 原田 一紀（旧番所）  藤野  司（冷筋）  椎木 隆雄（西下り松） 

 鈴木 芙美子（旧番所） 

 

（６）監 事  村上 有孝（松ケ野） 大磯 大行（町）  尾郷 良幸（麓） 

  下山 猛男（千間山） 

（７）顧 問  南  隆蔵（西水流） 鬼塚 辰次（大和） 東 道男（西水流） 

（８）相談役  軸薗 清吉（西水流） 林 隆 善（野口） 南 隆蔵（西水流） 

  東  道男（西水流） 轟木 昭俊（松ケ野） 村上 有孝（松ケ野） 

 

現在（平成２３年 ８月３０日）の役員  

     会 長  高 松 義 悌（南 方） 

     副会長  唐 沢   衣（町  ） 唐 崎 富 夫（唐笠木） 

     幹事長  窪 田   勝（上り立） 

     幹 事  高 柳 由美子（上水流） 前 田  稔（柴引） 上 山 栄 子（大久保） 

  畦 浦 新 一（連尺野） 鈴 木 芙美子（旧番所） 迫  武 裕（町）   

堀 内 則 子（麓）   木 下 孝 司（麓） 市 来 博 文（柴引） 

  片野坂   誠（野添下） 

監 事  尾 郷 良 幸（麓）   下 山 猛 男（千間山） 

相談役  轟 木 昭 俊（松ケ野） 村 上 有 孝（松ケ野） 

 

註： 役員名簿は、総会資料･役員会の資料を基に作成しました。 

東京高尾野会会則 

第１条 本会は東京高尾野会という。 

第２条 本会は、会員相互の親睦をはかり、あわせて郷土の発展に寄与することを目的とする。 

第３条 本会の会員は原則として東京都、神奈川県、千葉県及び埼玉県に在住、在勤または在学する

通常会員（高尾野町出身者）並びに特別会員（高尾野町長及び高尾野町議会議長）とする。 

    目的を達成するため、必要に応じ、総会及び役員会を開催、会員名簿の発行などを行う。 

   ２ 前記４都県の近傍に在住、在勤または在学する高尾野町出身者で、本会の目的に賛同する

者は通常会員に加入できる。 
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第４条 本会に役員として会長、副会長若干名、幹事長、幹事若干名、会計監事２名を置く。また、

本会に相談役を置くことができる。 

   ２ 前記の役員は総会において選任し、相談役は役員会で推挙した者とする。 

   ３ 役員の任期は２年とする。但し、再任を妨げない。 

   ４ 役員の職務は次のとおりする。 

・ 会長は本会を代表してその運営を行う。 

・ 副会長は会長を補佐し、会長の不在の時は予め会長が指名した順位の副会長がその職務

を代行する。 

・ 幹事長は本会事務を総括処理する。 

・ 幹事は本会の運営に必要な職務を行う。 

・ 会計監事は本会の会計を監査し、総会に報告する。 

・ 相談役は本会の運営についての相談にあたる。 

第５条 本会の目的を達成するため、必要に応じ、総会及び役員会の開催、会員名簿及び会報の発行、 

郷土高尾野町との情報交流などを行う。 

   ２ 総会は２年に１回（１年置き）、１０月に開催する。但し必要ある時は役員会の決定によ

り随時開催することができる。 

   ３ 役員会は会長、副会長、幹事長、幹事及び会計監事で構成し、会長が召集する。 

第６条 本会運営の円滑な推進を図るため、本会に次の委員会を置く。 

① 財務委員会 

② 企画委員会 

③ 広報委員会 

④ 組織委員会 

   ２ 副会長は会長の指名により何れかの委員会を担当し指導に当たるが、具体的な業務、定員

等は別途定める。 

第７条 本会は全ての会員から年会費を徴収し、会報、通信費等に充てることし、その額は役員会 

で決定する。 

   ２ 総会など本会行事への参加費は、役員会の決定によりその都度徴収する。 

   ３ 本会の運営に資するため、補助金、寄付金を受理することができる。 

第８条 本会の会計は、会計担当役員が会長の承認を得て処理する。 

   ２ 会計年度は９月１日より翌々年８月末日までとする。 

   ３ 収支決算は会計監事及び役員会の承認を受け、総会で報告する。 

第９条 本会則の改正は役員会が発議し、総会の承認により行う。 
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附  則 

１．本会則は昭和５１年１０月２日より施行する。 

２．昭和５４年１０月２７日一部改正。 

３．昭和６２年１０月 ３日一部改正。 

４．平成 ７年１０月１４日一部改正。 

５．平成１０年１０月１８日一部改正。 

６．平成１２年１０月１４日一部改正。 

７．平成２１年１０月２４日 

年会費：会則第７条に基づく本会の会費は、会員一人当たり１,000円とする。 

      事務局：本会の事務局は会長の指定した場所とする。 

      預金口座：加入者名及び住所は会長が指定。 

 

  

高尾野町内地域の５区分（平成１２年度までは役員の選出の参考とした） 

東 部 上の原 上り立 太鼓橋 千間山 松ケ野 大久保 御岳 野平 浦 昭興も 

     本町 大野原 

中 部 東町 町 中里 麓 大和 柴引 野添上 野添下 砂原 中屋敷 平八重 

     麓団地 萩の尾 柴引団地 

西 部 本城 内野々上 内野々下 石坂 表上 下高尾野上 下高尾野下 唐笠木 

     鶴里 大里 昭和 平牟田 

北 部 上水流 上水流団地 東水流 西水流 掛腰 

江 内 西辺田 東辺田 野口 尾野島浜 平坊 柳ケ水 旧番所 荒崎 冷筋 段 

     南方 上冷筋 木牟礼 木串 連尺野 小島 西下り松 東下り松 浦窪 上浦窪 
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          ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

          ＝  発行   東京高尾野会             ＝ 

          ＝  発行者  高松 義悌              ＝ 

          ＝  発行日  平成２３年１０月２９日        ＝ 

          ＝  事務局  〒１６４－０００１          ＝ 

          ＝       東京都中野区中野５－２４－１８    ＝  

          ＝       （有）レビュー内           ＝ 

          ＝       ＴＥＬ．０３－５３１８－５０４７   ＝ 

＝       ＦＡＸ．０３－５３１８－５０４９   ＝ 

          ＝  編集者  村上 有孝（相談役）         ＝ 

          ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

表紙写真：福永写真館：福永隆志さん提供の「高尾野兵六踊り」 
（高尾野青年団・高尾野兵六踊り保存会の皆様：平成 23年 11月第 60回記念全国大会出場） 
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